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初初
日日
はは
リリ
スス
クク
でで
識識
者者
がが
提提
言言

基
調
講
演
は

藤
江
教
授

シ
ン
ポ
で
は
、
朝
倉
祝
治

・
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授

（＝

同
シ
ン
ポ
企
画
委
員
会

委
員
長
）
に
よ
る
主
催
者
あ

い
さ
つ
、
同
大
学
副
工
学
研

究
院
長
の
川
井
謙
一
・
教
授

に
よ
る
共
催
者
あ
い
さ
つ
を

経
て
、
藤
江
幸
一
・
同
大
学

教
授
に
よ
る
基
調
講
演
が
行

わ
れ
た
。『
限
ら
れ
た
水
資

源
の
効
率
的
活
用
と
新
技

術
』
と
題
さ
れ
た
藤
江
教
授

の
講
演
は
、
ま
ず
、
カ
ト
マ

ン
ズ
の
水
飲
み
場
で
長
蛇
の

列
が
で
き
て
い
る
写
真
を
示

し
な
が
ら
、「
水
資
源
が
逼

迫
し
て
い
る
地
域
で
は
河
川

の
水
質
汚
濁
も
進
行
す
る
傾

向
に
あ
る
」
と
水
資
源
が
不

足
し
て
い
る
地
域
で
の
水
質

管
理
の
必
要
性
を
強
調
し
た

上
で
地
球
上
の
水
資
源
の
現

況
を
改
め
て
整
理
し
、
日
本

・
米
国
・
中
国
・
欧
州
各
国

の
水
資
源
事
情
に
も
言
及
。

沖
大
幹
・
東
大
教
授
の
バ
ー

チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
考
え

を
引
用
し
な
が
ら
「
海
外
の

水
を
当
て
に
し
な
が
ら
生
活

し
て
い
る
」
と
日
本
の
現
状

を
指
摘
し
、
さ
ら
に
隣
国
中

国
の
厳
し
い
水
質
汚
濁
の
現

状
を
紹
介
し
た
上
で
下
水
道

の
歴
史
や
我
が
国
の
下
水
処

理
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
に
関
す
る
持
論
も
展
開
し

た
。
さ
ら
に
、「
余
談
」
と

前
置
き
し
て
、
自
身
の
リ
ス

ク
に
対
す
る
見
解
に
も
言

及
。「
ゼ
ロ
リ
ス
ク
は
な
い

こ
と
を
理
解
す
べ
き
で
、
低

リ
ス
ク
と
い
う
安
全
が
安
心

を
実
現
す
る
」
と
し
た
上

で
、「
リ
ス
ク
を
下
げ
よ
う

と
す
る
過
剰
な
行
動
が
新
た

な
リ
ス
ク
の
誘
引
と
な
り
得

る
」
と
リ
ス
ク
を
心
配
し
す

ぎ
る
こ
と
を
戒
め
る
べ
き
と

い
う
認
識
を
社
会
に
浸
透
さ

せ
る
こ
と
へ
の
意
欲
を
示
し

て
講
演
を
締
め
括
っ
た
。

「
持
続
」
を
見
据
え

た
更
新
事
例
や
最
新

技
術
を
披
露

基
調
講
演
終
了
後
の
初
日

の
午
後
に
は
、
佐
藤
清
和
・

東
京
都
水
道
局
建
設
部
施
設

設
計
課
長
、
半
田
周
・
日
本

ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
協
会
技
術

広
報
グ
ル
ー
プ
長
、
澤
登
光

彦
・
川
崎
市
上
下
水
道
局
水

道
部
水
道
計
画
課
長
、
関
根

和
喜
・
横
浜
国
立
大
学
安
心

・
安
全
の
科
学
研
究
教
育
セ

ン
タ
ー
客
員
教
授
が
登
壇

し
、
水
道
事
業
に
関
わ
る
最

新
の
技
術
動
向
や
学
界
の
知

見
が
披
露
さ
れ
た
。

佐
藤
課
長
は
、『
基
幹
施

設
更
新
を
見
据
え
た
代
替
浄

水
場
整
備
』
と
題
し
、
東
京

都
水
道
局
が
基
幹
施
設
更
新

に
先
立
っ
て
整
備
方
針
を
打

ち
出
し
た
代
替
浄
水
場
と
そ

れ
に
続
く
施
設
更
新
の
考
え

方
が
紹
介
さ
れ
た
。
東
京
水

道
の
沿
革
と
事
業
概
要
を
概

説
し
た
上
で
、
本
題
に
入
っ

た
佐
藤
課
長
は
、
同
局
が
今

年
４
月
に
公
表
し
た
『
東
京

水
道
施
設
整
備
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
』
の
内
容
を
紹
介
し
つ

つ
、
浄
水
場
更
新
の
考
え
方

に
つ
い
て
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
駆
使
し
て
実
践

す
る
方
向
性
を
示
し
た
。
そ

の
際
に
は
、
詳
細
な
点
検
と

そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ

り
精
緻
な
健
全
度
評
価
を
行

う
こ
と
の
重
要
性
を
強
調

し
、
同
局
に
お
け
る
そ
の
成

果
物
で
あ
る
『
更
新
・
補
修

計
画
最
適
化
シ
ス
テ
ム
』
の

内
容
に
も
触
れ
た
上
で
、「
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
評

価
等
も
踏
ま
え
更
新
順
序
を

決
定
す
る
」
と
施
設
整
備
の

方
向
性
を
示
唆
し
た
。
代
替

浄
水
場
整
備
に
つ
い
て
は
、

「
系
列
毎
に
段
階
的
に
実
施

す
る
浄
水
場
更
新
の
１
系
列

分
の
施
設
を
更
新
に
先
立
っ

て
整
備
す
る
こ
と
で
更
新
サ

イ
ク
ル
を
確
立
す
る
」
と
そ

の
意
義
を
強
調
し
た
。

『
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
耐
震

化
、
長
寿
命
化
に
つ
い
て
』

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た

半
田
氏
は
、
は
じ
め
に
鉄
管

の
材
質
と
継
手
の
変
遷
を
説

明
し
、
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
の

管
体
そ
の
も
の
の
強
靭
性
に

つ
い
て
丁
寧
に
紹
介
し
た
上

で
継
手
の
進
化
の
過
程
を
解

説
。
耐
震
継
手
の
伸
縮
・
離

脱
防
止
機
構
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
の
説
明
を
経
て
、

「
強
靭
な
鉄
で
で
き
て
い
る

の
に
、
伸
縮
し
た
り
、
し
な

っ
た
り
す
る
」
と
、
過
去
の

大
地
震
で
も
被
害
が
全
く
な

か
っ
た
耐
震
継
手
管
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
強
調
し
た
。
ま

た
、
管
路
の
長
寿
命
化
に
つ

い
て
は
、
経
年
耐
震
管
の
詳

細
な
調
査
事
例
報
告
の
内
容

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
外
面

耐
食
塗
装
を
施
し
た
Ｇ
Ｘ
形

管
の
防
食
性
能
を
説
明
し
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を

見
据
え
た
管
種
選
択
の
重
要

性
を
強
調
し
た
。

澤
登
課
長
は
、
川
崎
市
の

基
幹
施
設
で
あ
る
長
沢
浄
水

場
の
更
新
工
事
の
概
要
を
紹

介
。
長
沢
浄
水

場
の
概
要
説
明

に
続
い
て
、
▽

工
事
実
施
前
の

状
況
▽
工
事
実

施
の
背
景
▽
工

事
内
容
と
進
捗

状
況
▽
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
型
の
シ

ス
テ
ム
▽
新
施

設
の
紹
介
―
と

い
う
流
れ
で
同

浄
水
場
更
新
の

意
義
と
内
容
に

つ
い
て
詳
細
な

説
明
が
な
さ
れ

た
。
工
事
実
施

の
背
景
に
つ
い
て
は
、「
長

期
水
需
要
予
測
の
結
果
、
給

水
能
力
は
縮
小
す
る
方
向
に

あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
潮

見
台
浄
水
場
と
生
田
浄
水
場

を
廃
止
す
る
一
方
で
、
長
沢

浄
水
場
の
増
強
・
更
新
を
実

施
」
と
今
回
の
施
設
更
新
が

同
市
の
浄
水
施
設
の
再
編
・

統
合
を
念
頭
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
た
。
工
事
概

要
の
説
明
で
は
、
施
設
の
配

置
や
施
設
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
触
れ
た
上
で
、
水
源

か
ら
浄
水
場
ま
で
の
導
水
工

程
と
浄
水
場
か
ら
配
水
池
ま

で
の
送
水
工
程
や
配
水
池
間

で
も
自
然
流
下
主
体
で
水
運

用
を
行
う
同
市
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
型
水
道
シ
ス
テ
ム
構
築

の
方
向
性
に
合
致
さ
せ
る
べ

く
同
浄
水
場
内
で
も
自
然
流

下
に
よ
っ
て
水
処
理
を
行
う

整
備
コ
ン
セ
プ
ト
を
紹
介
し

た
。さ
ら
に
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
製
の
傾

斜
板
や
長
寿
命
化
を
図
っ
た

フ
ロ
キ
ュ
レ
ー
タ
、
軽
量
で

動
力
負
荷
を
低
減
し
た
汚
泥

掻
き
寄
せ
機
を
配
備
し
た
沈

殿
池
や
ポ
ン
プ
不
要
の
自
然

平
衡
型
の
逆
流
洗
浄
を
行
う

ろ
過
池
な
ど
施
設
の
ベ
ー
シ

ッ
ク
な
部
分
で
も
省
エ
ネ
と

環
境
負
荷
低
減
が
図
れ
て
い

る
こ
と
を
強
調
し
た
（
関
根

教
授
の
講
演
内
容
は
別
掲
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
記

事
に
）。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
持
続
可
能
な
水
道
シ
ス
テ
ム
の
確
立
―
水
道
施
設
の
長
寿
命
化
と
技
術
開
発
―
』（
主
催＝

「
持

続
可
能
な
水
道
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
企
画
委
員
会
、
共
催＝

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
、
後
援＝

厚
生
労

働
省
水
道
課
、
日
本
水
道
協
会
、
水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
水
道
関
係
団
体
、
横
浜
市
水
道
局
な
ど
の
首
都

圏
水
道
事
業
体
、
本
紙
な
ど
）
が
８
月

・

日
の
両
日
、
横
浜
国
立
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
約
１
３
０
人

の
参
加
者
を
得
た
同
シ
ン
ポ
で
は
、
産
官
学
関
係
者
に
よ
る
講
演
・
講
義
９
題
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
水
道
の
「
持
続
」
に
向
け
た
多
様
な
知
見
・
見
識
が
披
露
さ
れ
た
。

２２
日日
目目
はは「「
長長
寿寿
命命
」」
軸軸
にに

リ
ス
ク
で
持
論
展
開

の
関
根
教
授

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
パ
ネ
ラ
ー
は
▽
関
根
和

喜
・
横
浜
国
立
大
学
安
心
・

安
全
の
科
学
研
究
教
育
セ
ン

タ
ー
客
員
教
授
▽
長
岡
裕
・

東
京
都
市
大
学
教
授
▽
小
西

孝
之
・
横
浜
市
水
道
局
給
水

部
給
水
課
給
水
係
長
▽
伊
藤

本
之
・
仙
台
市
水
道
局
給
水

部
南
配
水
課
南
維
持
係
長
▽

後
藤
紫
・
㈱
ジ
オ
プ
ラ
ン
取

締
役
シ
ス
テ
ム
開
発
部
長
―

の
５
人
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
シ
ン
ポ
企
画
委
員
の
本

紙
編
集
長
福
島
が
務
め
た
。

全
て
の
パ
ネ
ラ
ー
は
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
先
立
っ

て
、
講
演
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
講
演
内
容
を
踏
ま
え
て

討
議
が
な
さ
れ
た
。

初
日
の
最
後
の
講
演
者
と

な
っ
た
関
根
教
授
の
演
題

は
、『
管
路
更
新
に
応
用
で

き
る
リ
ス
ク
管
理
』。「
専
門

外
ゆ
え
に
管
路
更
新
の
た
め

の
具
体
的
な
提
案
は
で
き
な

い
の
で
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
考
え
方
を
お
示
し
す

る
こ
と
で
水
道
の
維
持
管
理

の
お
役
に
立
て
れ
ば
」
と
断

っ
た
上
で
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
関
わ
る
持
論
を
展
開

し
た
。
ま
ず
、
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
最
小

の
コ
ス
ト
で
リ
ス
ク
に
よ
る

不
利
益
影
響
の
低
減
化
を
図

る
こ
と
」
と
定
義
し
、「
リ

ス
ク
を
な
く
す
こ
と
で
は
な

く
、
低
減
す
る
こ
と
」
と
強

調
。
続
い
て
、
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
危
機
管
理
の
違

い
に
つ
い
て
は
、「（
前
者
が
）

予
防
的
な
も
の
で
合
理
性
・

透
明
性
に
留
意
し
つ
つ
日
々

い
つ
で
も
心
掛
け
る
こ
と
。

（
後
者
は
）
短
時
間
で
実
施

す
る
事
後
対
応
で
、
制
約
さ

れ
た
情
報
の
下
で
活
動
の
プ

ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
意
思
決
定

す
る
こ
と
」
と
説
明
す
る
と

と
も
に
「
リ
ス
ク
は
必
ず
お

き
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に

考
え
る
べ
き
」
と

絶
対
安

全
神
話

を
否
定
し
た
。
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
順

に
つ
い
て
は
、「
ま
ず
、
洗

い
出
し
・
想
定
・
算
定
と
い

っ
た
分
析
を
行
い
、
評
価
・

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
経
て
、
残

余
リ
ス
ク
に
対
す
る
許
容
の

可
否
判
断
を
行
い
、
対
策
の

実
施
と
維
持
を
図
る
こ
と

で
、
危
機
の
回
避
と
極
小
化

を
目
指
す
」と
説
明
。ま
た
、

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、「
リ
ス
ク

に
関
わ
る
情
報
の
伝
達
で
は

な
く
、
リ
ス
ク
に
関
す
る
認

識
の
共
有
に
よ
る
安
心
の
醸

成
」と
語
り
、
さ
ら
に
、「
リ

ス
ク
対
応
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
営
み
で
あ
り
、
リ
ス
ク
を

乗
り
越
え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
姿
勢
が
大
切
」
と
強
調
し

た
。実

務
サ
イ
ド
か
ら

の
見
識
も

２
日
目
は
、
小
西
係
長
、

後
藤
部
長
、
長
岡
教
授
、
伊

藤
係
長
が
順
次
登
壇
し
て
講

演
。
小
西
係
長
は
、「
横
浜

市
の
管
路
更
新
に
お
け
る
腐

食
性
土
壌
対
策
」
を
テ
ー
マ

に
同
局
が
管
路
更
新
優
先
順

位
の
判
断
材
料
と
し
て
重
視

し
て
い
る
腐
食
性
土
壌
調
査

の
内
容
を
紹
介
し
た
。
土
質

調
査
の
メ
ニ
ュ
ー
紹
介
を
経

て
、
地
質
を
６
つ
に
分
類
し

た
上
で
�
カ
所
で
実
施
し
た

調
査
結
果
を
示
し
、
こ
れ
を

踏
ま
え
た
土
壌
腐
食
性
の
評

価
の
あ
り
方
と
管
路
の
老
朽

度
ラ
ン
ク
の
考
え
方
を
説
明

し
た
。
併
せ
て
管
の
腐
食
に

起
因
す
る
漏
水
事
故
発
生
状

況
調
査
の
内
容
も
紹
介
し
、

事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
開

発
し
た
腐
食
セ
ン
サ
ー
の
段

階
的
な
開
発
経
緯
も
説
明
。

腐
食
セ
ン
サ
ー
の
有
効
性
実

証
に
向
け
た
検
証
経
過
も
紹

介
し
た
上
で
、「
デ
ー
タ
を

追
加
し
て
い
く
こ
と
で
精
度

の
高
い
予
測
評
価
手
法
の
確

立
を
目
指
す
と
と
も
に
、
よ

り
実
用
性
の
高
い
腐
食
セ
ン

サ
ー
の
開
発
を
」
と
今
後
の

取
り
組
み
の
充
実
に
向
け
た

意
欲
を
示
し
た
。

『
次
世
代
を
見
据
え
た
水

道
管
路
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活

用
に
よ
る
維
持
管
理

―
川

崎
市
上
下
水
道
局
と
の
共
同

研
究
―
』
と
題
し
て
講
演
し

た
後
藤
部
長
は
、水
道
Ｇ
Ｉ

Ｓ
、マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
そ
の
開
発
か
ら

進
展
の
過
程
に
つ
い
て
説
明

し
、「
維
持
管
理
や
工
事
等

の
日
常
業
務
に
加
え
て
、
災

害
支
援
時
の
情
報
共
有
化
や

将
来
の
広
域
化
に
も
役
立

つ
」
と
そ
の
役
割
の
広
が
り

と
重
要
度
の
高
ま
り
を
指
摘

し
た
。
ま
た
、「
過
去
・
現

在
・
将
来
と
時
間
軸
も
合
わ

せ
た
４
次
元
の
情
報
を
体
系

的
に
管
理
で
き
る
」
と
ア
セ

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
貢

献
し
得
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の

高
さ
を
強
調
す
る
と
と
も

に
、「
目
視
で
は
確
認
で
き

な
い
デ
ー
タ
の
不
備
の
チ
ェ

ッ
ク
な
ど
管
路
デ
ー
タ
の
品

質
維
持
に
向
け
た
取
り
組
み

は
地
味
だ
が
と
て
も
重
要
」

と
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
な

留
意
事
項
に
も
言
及
し
た
。

さ
ら
に
、
川
崎
市
と
の
共
同

研
究
の
内
容
も
紹
介
し
、
同

市
の
給
配
水
管
理
シ
ス
テ
ム

と
の
連
携
に
よ
る
効
果
と
し

て
、「
漏
水
調
査
の
効
率
化

や
迅
速
な
災
害
復
旧
活
動
に

役
立
て
る
」等
を
挙
げ
る
と

と
も
に
、「
持
続
可
能
な
水
道

施
設
情
報
管
理
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
」
と
水
道
事
業

に
対
す
る
さ
ら
な
る
貢
献
へ

の
方
向
性
を
シ
ス
テ
ム
の
活

用
イ
メ
ー
ジ
と
併
せ
て
呈
示

し
た
。

長
岡
教
授
は
、『
水
道
配

水
管
内
に
お
け
る
濁
質
の
挙

動
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
冒

頭
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
た
研

究
経
歴
を
示
し
た
上
で
も
原

水
か
ら
浄
水
場
、
配
水
管
と

水
の
流
れ
る
過
程
で
の
水
質

変
化
機
構
の
検
証
を
目
指
し

た
調
査
研
究
の
内
容
を
説
明

し
、「
水
道
水
の
ろ
過
性
は

浄
水
場
出
口
で
低
く
、
配
水

管
を
流
下
す
る
に
従
い
、
ろ

過
性
は
向
上
す
る
」
と
指
摘

し
た
。
さ
ら
に
、「
同
一
系

統
で
急
速
ろ
過
か
ら
膜
ろ
過

へ
の
浄
水
方
式
変
更
前
後
で

は
、
配
水
管
系
統
の
採
水
分

析
結
果
は
、
膜
ろ
過
性
の
向

上
、
濁
質
態
の

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

濃
度
の
顕
著
な

減
少
、
懸
濁
態

有
機
物
濃
度
の

減
少
が
見
ら
れ

た
」
と
報
告
し

た
。『

長
寿
命
化

を
中
心
と
し
た

管
路
の
維
持
管

理
』
の
テ
ー
マ

で
講
演
を
行
っ

た
伊
藤
係
長

は
、
仙
台
市
に

お
い
て
は
管
路

更
新
率
が
０
・
５
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
整
備
の
現
状
か

ら
維
持
管
理
の
充
実
に
よ
っ

て
長
寿
命
化
を
図
る
重
要
性

を
示
し
た
上
で
、
腐
食
対
策

や
管
路
の
調
査
と
対
応
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
内
容
を
紹

介
。
腐
食
対
策
で
は
、
給
水

管
や
空
気
弁
の
異
種
金
属
接

触
腐
食
や
鋼
管
・
ダ
ク
タ
イ

ル
鉄
管
の
腐
食
対
策
な
ど
に

つ
い
て
同
市
の
電
気
防
食
事

業
等
を
紹
介
し
、
管
路
調
査

に
つ
い
て
は
、
目
視
に
加
え

て
管
内
カ
メ
ラ
や
掘
削
に
よ

る
腐
食
度
調
査
の
内
容
に
も

触
れ
て
、
管
理
部
門
に
よ
る

対
策
の
充
実
ぶ
り
を
披
露
し

た
。

「
長
寿
命
」
軸
に

議
論
白
熱

『
水
道
施
設
の
長
寿
命
化

と
技
術
開
発
』
の
タ
イ
ト
ル

が
付
せ
ら
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

健

全
度
評
価
を
念
頭
に
置
い
た

ミ
ク
ロ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

優

先
順
位
の
決
定
と
更
新
時
期

の
最
適
化
を
見
据
え
た
マ
ク

ロ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
に
基

づ
く
最
適
化
さ
れ
た
更
新
計

画
の
確
立
―
と
い
う
３
つ
の

論
点
に
従
っ
て
討
議
が
な
さ

れ
た
。
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
は
、

「（
管
路
更
新
を
推
進
す
る
上

で
）
更
新
率
は
住
民
に
と
っ

て
実
感
の
な
い
数
字
な
の
で

ユ
ー
ザ
ー
に
示
す
べ
き
指
標

を
考
え
る
べ
き
」（
長
岡
教

授
）、「
ブ
ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

を
駆
使
す
る
た
め
の
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
に
対
す
る
課
題
も

認
識
す
べ
き
」（
伊
藤
係

長
）、「
ア
セ
ッ
ト
は
事
前
対

策
の
重
要
性
も
踏
ま
え
て
取

り
組
む
べ
き
」（
小
西
係

長
）、「（
管
路
情
報
シ
ス
テ

ム
に
）
ど
ん
な
情
報
で
も
入

れ
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で

は
な
い
」（
後
藤
部
長
）、「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
に
向
け
た
潜
在
的
ニ

ー
ズ
を
発
掘
す
る
」（
関
根

教
授
）
と
い
っ
た
意
見
が
聞

か
れ
、
議
論
は
熱
を
帯
び
た

も
の
に
な
っ
た
。

「「
持持
続続
」」見見
据据
ええ
多多
様様
なな
知知
見見
・・
見見
識識
がが
披披
露露

～～
横横
国国
大大
でで
シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム『『
持持
続続
可可
能能
なな
水水
道道
シシ
スス
テテ
ムム
のの
確確
立立
――

水水
道道
施施
設設
のの
長長
寿寿
命命
化化
とと
技技
術術
開開
発発
――

』』開開
くく
～～

佐藤課長

半田グループ長

産官学の水道関係者約１３０人が聴講

澤登課長

朝倉名誉教授

川井副研究院長

藤江教授

パネルディスカッションでは各氏から多様な

見識が示された

会場からも積極的な発言が相次いだ

長岡教授

小西係長

関根教授

後藤部長

伊藤係長
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